
（様式２）

平成29年12月15日

全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会　会　長　殿

　

　標記助成金について、下記の通り報告いたします。

【 事 業 名 称 】

【 事 業 報 告 】

　

　

費　目

講師関係費 講師交通費および謝礼金 円 　

円 　合　　　計　（助成金申請額　50,000円　差額　0　円） 50,000

50,000

いじめ対策活動等助成金　報告書

報 告 書

いじめ防止プログラム

平成29年12月7日　13:25～15:30　（体育館にて）
１.開会　　趣旨・進行説明等
2.講演　　「いじめ問題を考える」　鳴門教育大学　大学院　阪根健二教授
＊生徒　360名　保護者　120名　聴講
3.グループワーク　　「いじめ対応姿勢5カ条」作成　（保護者・生徒目線それぞれ別で作成）
＊保護者　110名参加
生徒は参観（通常の逆授業参観）（３学年、学年ごとに各15分入れ替え）
保護者、生徒共に、24グループにわけ、ホワイトボードと個人持ち帰り用の用紙を用意。
参観中、生徒は傍聴したり、意見を出し、取り組む時間を共有。
また生徒は事前に、道徳の授業の中で、「いじめ対応姿勢5カ条」を考え、講演後、さらに深めて
作成。（保護者の話し合いを参観をしていない時間は、教室で生徒の目線の5か条を作成。）
 4.プログラム終了後
保護者がまとめた、ホワイトボードを、教室前のピロティに生徒が観覧できるよう残した。
また、プログラムのまとめを「ＰＴＡだより」として全保護者に配布。参加できなかった方とも共
有。   （プログラムの内容の他、感想や作成した５カ条、学校の対応姿勢をもりこんだ）
■保護者・生徒・教員が一体となって、いじめ問題を考え直し、取り組んでいく良い機会となっ
た。講演のみでなく、その後、グループワークと生徒が参観することで、さらに深く取り組むこと
ができ、保護者同士、またそれぞれの立場での悩みを共有することができた。

（ 記 録 写 真 ）

助 成 金 使 途 報 告

内　　訳　　等（具体的に記載してください） 金　　　　額

学 校 名

Ｐ Ｔ Ａ 会 長 名

記

静岡大学教育学部附属浜松中学校

二村　美里


